
医

者

 

        

穴
の
空
い
た
ジ
オ
ー
ド 

        
 

 
 

 
 

P
.N

モ

リ

ヤ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（

森

田

沙

彩

）

 



人

 

物

 
藤

沢

有

希

（

３

５

）

美

容

外

科

医

 

岩

波

穂

（

１

６

）

有

希

の

患

者

 

星

野

架

純

（

１

６

）

高

校

生

 

岩

波

百

佳

（

４

６

）

主

婦

 

看

護

師

 

教

師
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〇

有

希

美

容

外

科

ク

リ

ニ

ッ

ク

・

外

観

 

 

〇

同

・

オ

ペ

室

 

 
 

 

麻

酔

で

眠

っ

て

い

る

、

患

者

。

 

 
 

 

手

術

着

を

着

て

い

る

、

藤

沢

有

希

（

３

５

）
。 

 
 

 

周

り

に

は

手

術

着

を

着

た

助

手

。

 

有

希

「

じ

ゃ

、

胸

に

詰

め

る

も

の

詰

め

て

パ

パ

っ

と

 

終

わ

ら

せ

る

よ

ー

」

 

 
 

と

、

メ

ス

で

胸

の

脇

下

を

切

る

、

有

希

。

 

 
 

 

苦

笑

い

す

る

、

助

手

。

 

 

〇

同

・

診

察

室

 

 
 

 

全

身

鏡

を

見

な

が

ら

胸

の

形

を

確

認

し

て

い

る

、

笑

顔

の

患

者

。

 

そ

れ

を

見

て

い

る

有

希

と

看

護

師

。

 

患

者

「

理

想

通

り

の

形

！

さ

す

が

先

生

」

 

有

希

「

そ

り

ゃ

あ

ね

。

ま

た

何

か

あ

っ

た

ら

来

て

」

 

 
 

 

患

者

、

頷

き

、

出

て

い

く

。

 

看

護

師

「

顔

に

火

傷

が

あ

っ

た

人

で

す

よ

ね

。

ほ

ん

と

、

綺

麗

に

直

し

ま

し

た

ね

」
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有

希
「

お

釈

迦

し

ゃ

か

様

の

教

え

の

、『

生 し
ょ
う

老 ろ

う

病

死

び

ょ

う

し

』
っ

て

知

っ

て

る

？

」

 

看

護

師

「

い

え

全

然

」

 

有

希

「

生

き

る

苦

し

み

、

衰

え

る

苦

し

み

、

病

気

の

苦

し

み

、

死

の

苦

し

み

」

 

看

護

師

「

う

わ

、

苦

し

み

ば

っ

か

り

」

 

有

希

「

医

師

は

病

気

と

死

に

向

き

合

い

、

私

達

、

美

 

容

外

科

は

、
老

い

と

生

き

る

苦

し

み

に

向

き

合

う

」 

 
 

 

有

希

、

カ

ル

テ

に

貼

ら

れ

た

顔

に

火

傷

の

跡

 

が

あ

る

患

者

の

写

真

を

見

な

が

ら

、

 

有

希

「

そ

こ

に

優

劣

は

な

い

。

た

だ

人

の

苦

悩

に

寄

 

り

添

う

も

の

な

ん

だ

よ

」

 

 

〇

穂

の

家

・

外

観

（

朝

）

 

 

〇

同

・

穂

の

部

屋

（

朝

）

 

 
 

 

制

服

姿

で

化

粧

に

苦

戦

し

て

い

る

、

岩

波

穂

 

（

１

６

）
。

ア

イ

プ

チ

に

失

敗

し

、

瞼

が

歪

。 

 
 

 

穂

、

た

め

息

。

押

し

入

れ

を

開

け

る

。

 

 
 

 

メ

イ

ク

落

と

し

を

取

る

。
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脇

に

P
C

と

ヘ

ッ

ド

フ

ォ

ン

が

無

造

作

に

置

 

か

れ

て

い

る

。

 

 
 

 
穂

、
後

ろ

髪

を

引

か

れ

な

が

ら

も

、
閉

め

る

。

 

 

〇

星

稜

せ
い
り
ょ
う

高

校

・

外

観
 

 

〇

同

・

教

室

 

 
 

 

中

に

入

っ

て

来

る

穂

、

席

に

着

く

。

 

 
 

 

少

し

離

れ

た

席

に

座

っ

て

い

る

星

野

架 か

純 す

み 

（

１

６

）
。
友

達

と

穂

を

見

な

が

ら

ク

ス

ク

ス

 

笑

っ

て

い

る

。

 

架

純

、

穂

に

近

づ

き

、

 

架

純

「

ね

、

そ

れ

、

ア

イ

プ

チ

？

」

 

 
 

 

穂

、

慌

て

て

俯

く

。

 

架

純

「

も

し

か

し

て

こ

の

間

言

っ

た

、

目

つ

き

悪

い

 

っ

て

の

、

気

に

し

て

る

？

ご

め

ん

ね

」

 

穂

、

袖

を

握

り

な

が

ら

、

 

穂

「

私

も

、

そ

う

思

っ

て

た

か

ら

」

 

架

純

「

な

ら

さ

、

整

形

し

て

み

た

ら

？

私

も

二

重

に

 

し

た

ん

だ

よ

。

分

か

ら

な

い

で

し

ょ

」
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穂

「

え

」

 

 
 

 

と

、

架

純

を

見

る

。

 

架

純

「

ア

イ

プ

チ

な

ん

て

や

め

て

さ

。

二

重

に

し

よ

 

う

よ

。

二

重

仲

間

」

 

穂

「

仲

間

」

 

 
 

 

穂

、

架

純

の

綺

麗

な

二

重

を

見

て

い

る

。

 

 

〇

有

希

美

容

外

科

ク

リ

ニ

ッ

ク

・

診

察

室

 

 
 

 

不

安

そ

う

な

顔

の

穂

と

岩

波

百

佳

（

４

６

）
。 

向

か

い

に

白

衣

姿

の

有

希

。

 

有

希

「

そ

れ

で

二

重

に

し

た

い

と

」

 

百

佳

「

私

は

こ

の

ま

ま

で

も

十

分

可

愛

い

け

ど

」
 

穂

「

お

母

さ

ん

は

良

く

て

も

、

私

は

嫌

な

の

」

 

有

希

「

一

重

で

生

き

て

行

く

の

も

二

重

で

生

き

て

行

く

の

も

、

穂

さ

ん

の

自

由

で

す

。

そ

れ

に

、

二

重

に

す

る

と

開

閉

が

楽

で

視

界

が

良

く

な

る

ん

で

す

」 

百

佳

「

そ

、

そ

う

な

ん

で

す

か

」

 

穂

、

決

意

し

た

顔

で

、

 

穂

「

や

り

ま

す

」

 

 
 

 

有

希

、

笑

顔

で

頷

く

。
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〇

星

稜

せ
い
り
ょ
う

高

校

・

教

室

 

 
 

 

綺

麗

な

二

重

で

化

粧

を

し

た

穂

が

入

っ

て

来

 

る

。
架

純

、
そ

の

姿

を

見

て

笑

顔

で

近

づ

く

。

 

架

純

「

や

っ

た

ん

だ

！

め

っ

ち

ゃ

綺

麗

！

」

 

穂

「

こ

ん

な

に

、

変

わ

る

ん

だ

ね

」

 

架

純

「

そ

う

だ

よ

！

も

っ

と

綺

麗

に

な

ろ

う

。

美

容

仲

間

誕

生

ー

！

」

 

穂

、

照

れ

く

さ

そ

う

に

微

笑

む

。

 

架

純
「

あ

、
こ

れ

。
理

想

の

自

分

に

近

づ

け

る

か

も

」

 

 
 

 

と

、

ス

マ

ホ

を

見

せ

る

。

 

 
 

 

首

を

傾

げ

、

覗

き

込

む

、

穂

。

 

 

〇

有

希

美

容

外

科

ク

リ

ニ

ッ

ク

・

診

察

室

 

 
 

 

カ

ル

テ

を

看

護

師

に

渡

す

、

有

希

。

 

看

護

師

「

良

か

っ

た

ん

で

す

か

。

二

重

手

術

。

ま

だ

 

高

校

生

で

す

よ

？

」

 

有

希

「

う

ん

？

あ

ー

、

ね

」

 

看

護

師

「

ね

っ

て

」

 

有

希

「

最

近

は

ル

ッ

キ

ズ

ム

が

酷

い

。

で

し

ょ

」

 

看

護

師

「

簡

単

に

整

形

了

承

す

る

の

、

ど

う

か

と

思
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い

ま

す

よ

。

患

者

さ

ん

に

言

え

ま

せ

ん

け

ど

」

 
有

希
「

そ

う

だ

け

ど

さ

。
悲

し

む

顔

は

減

ら

し

た

い

。

笑

顔

で

こ

こ

を

出

て

い

く

姿

、

見

た

い

で

し

ょ

」

 

看

護

師

「

そ

う

で

す

け

ど

」

 

有

希

「

最

近

は

何

で

も

早

い

し

、

既

読

も

み

れ

る

。

便

利

の

代

償

は

、

心

の

豊

か

さ

な

の

か

ね

」

 

 

〇

星

稜

せ
い
り
ょ
う

高

校

・

教

室

 

 
 

 

教

師

が

書

類

を

配

っ

て

い

る

。
 

教

師

「

体

育

祭

の

ダ

ン

ス

曲

、

候

補

書

い

て

提

出

」

 

穂

、『

体

育

祭

ダ

ン

ス

希

望

曲

』
の

紙

を

ジ

ッ

と

み

る

が

ハ

ッ

と

し

グ

シ

ャ

グ

シ

ャ

に

す

る

。 

 

〇

穂

の

家

・

穂

の

部

屋

（

夜

）

 

 
 

 

ス

マ

ホ

の

画

面

に

は

穂

の

目

元

だ

け

の

写

真

と

『

ア

イ

メ

イ

ク

上

手

く

い

っ

た

』
。

 

 
 

 

い

い

ね

数

と
『

二

重

綺

麗

』『

裏

山

』
の

コ

メ

ン

ト

。

笑

顔

に

な

る

、

穂

。

 

 
 

 

ア

ル

バ

ム

を

開

く

。

画

像

処

理

さ

れ

た

目

が

大

き

く

、

顎

が

細

い

、

穂

の

顔

写

真

。
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穂

、

鏡

を

見

て

顎

を

触

る

。

 

 

〇

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夜

）

 

 
 

 

料

理

を

し

て

い

る

百

佳

、

驚

愕

の

ま

な

ざ

し

を

、

頭

を

下

げ

て

い

る

穂

へ

。

 

百

佳

「

顎

を

整

形

し

た

い

！

？

」

 

穂

「

も

っ

と

楽

し

く

過

ご

せ

る

気

が

す

る

の

」

 

 
 

 

百

佳

、

大

き

な

た

め

息

。
 

百

佳

「

こ

の

間

の

は

視

界

も

良

く

な

る

し

、

美

容

だ

 

け

じ

ゃ

な

い

か

ら

許

可

し

た

の

。

も

う

十

分

」

 

穂
「

綺

麗

に

な

っ

た

ら

人

気

者

だ

し

、
モ

テ

る

よ

！

」

 

百

佳

「

今

の

ま

ま

で

も

十

分

可

愛

い

。

見

た

目

だ

け
 

に

惑

わ

さ

れ

ち

ゃ

だ

め

」

 

穂

「

そ

れ

、

お

母

さ

ん

の

時

代

は

で

し

ょ

！

今

は

そ

 

う

は

い

か

な

い

ん

だ

よ

！

」

 

 
 

 

と

、

出

て

い

く

。

 

 

〇

薬

膳

料

理

店

・

出

入

口

（

夜

）

 

 
 

 

看

板

を

満

面

の

笑

み

で

見

上

げ

る

、

有

希

、

胸

を

は

り

、

ド

ア

ノ

ブ

に

手

を

伸

ば

す

。
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穂

の

声

「

あ

の

！

」

 

 
 

 

振

り

返

る

、
有

希

。
息

を

切

ら

し

た

穂

の

姿

。

 

穂
「

あ

の

、
整

形

、
親

の

同

意

な

し

に

出

来

ま

す

か

？

」 

 
 

 

有

希

、

首

裏

を

掻

き

、

 

有

希

「

あ

ー

、

ご

め

ん

ね

。

プ

ラ

イ

ベ

ー

ト

は

大

切

 

に

し

た

い

か

ら

。

ク

リ

ニ

ッ

ク

に

来

て

」

 

穂

「

顎

を

削

り

た

い

ん

で

す

。

先

生

な

ら

綺

麗

に

で

 

き

ま

す

よ

ね

。

ダ

メ

な

ら

他

行

き

ま

す

」

 

 
 

 

有

希

、

た

め

息

。

 

 

〇

同

・

店

内

（

夜

）

 

 
 

 

薬

膳

料

理

を

食

べ

て

い

る

、

有

希

。

 

 
 

 

向

か

い

に

料

理

を

前

に

戸

惑

う

、

穂

。

 

有

希

「

ほ

ら

、

食

べ

て

」

 

穂

「

で

も

」

 

有

希

「

１

人

で

帰

す

わ

け

に

行

か

な

い

で

し

ょ

」

 

穂

「

先

生

は

、

私

を

問

題

児

扱

い

、

し

ま

す

か

？

」

 

有

希

、

考

え

る

素

振

り

を

し

て

、

 

有

希

「

人

の

内

側

っ

て

見

た

こ

と

あ

る

？

っ

て

医

者

じ

ゃ

な

い

か

ら

見

な

い

か

」
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穂

「

内

側

？

」

 
有

希

「

例

え

ば

、

豊

胸

手

術

で

脇

に

メ

ス

を

い

れ

る

 
と

す

る

。

ま

ず

、

何

が

見

え

る

と

思

う

？

」

 

 
 

 

と

、

丸

焼

き

の

鶏

に

ナ

イ

フ

を

向

け

る

。

 

穂

「

…

筋

肉

？

」
 

 
 

 

有

希

、

ナ

イ

フ

で

横

一

文

字

に

切

る

。

 

有

希

「

何

も

見

え

な

い

。

真

っ

暗

」

 

穂

、

切

ら

れ

た

隙

間

を

見

る

。

真

っ

暗

。

 

有

希
「

光

を

当

て

る

と

筋

肉

も

骨

も

分

か

る

け

ど

ね

。 

誰

し

も

皮

一

枚

隔

て

た

中

は

、

暗

闇

な

ん

だ

よ

」

 

穂

「

暗

闇

」

 

有

希

「

ど

ん

な

に

美

人

で

も

、

中

は

光

が

入

ら

な

い

暗

闇

。

外

見

は

ど

う

に

で

も

な

る

の

に

ね

」

 

 
 

 

穂

、

俯

き

、

 

穂

「

…

中

学

の

頃

か

ら

作

曲

が

好

き

で

。

で

も

、

高

校

は

み

ん

な

大

人

っ

ぽ

く

て

。
私

、
子

供

っ

ぽ

い

」

 

有

希
「

凄

い

じ

ゃ

ん

。
曲

を

披

露

す

る

場

所

な

い

の

？

」 

穂

「

あ

り

ま

す

け

ど

。

み

ん

な

興

味

な

い

で

す

よ

」

 

有

希

「

私

は

興

味

あ

る

け

ど

な

。

ど

ん

な

音

を

奏

で

 

る

の

か

。

穂

さ

ん

の

内

側

か

ら

出

る

魅

力

だ

よ

」
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穂

、

ハ

ッ

と

有

希

を

見

る

。

頷

く

、

有

希

。

 

 

〇

穂

の

家

・

穂

の

部

屋

（

夜

）

 

 
 

 

押

し

入

れ

か

ら

Ｐ

Ｃ

と

ヘ

ッ

ド

フ

ォ

ン

を

出

 

す

、

穂

。

作

業

を

始

め

る

。

 

 

〇

星

稜

高

校

・

職

員

室

 

 
 

 

ス

マ

ホ

片

手

に

教

師

の

元

へ

向

か

う

、

穂

。

 

穂

「

体

育

祭

の

曲

、

ま

だ

希

望

出

せ

ま

す

か

？

」

 

教

師

「

ん

？

あ

あ

」

 

 
 

 

穂

、

ス

マ

ホ

を

差

し

出

す

。

 

 

〇

有

希

美

容

外

科

ク

リ

ニ

ッ

ク

・

診

察

室

 

 
 

 

カ

ル

テ

を

見

て

い

る

、

有

希

。

 

看

護

師

、

有

希

に

Ｕ

Ｓ

Ｂ

メ

モ

リ

を

渡

す

。

 

看

護

師

「

岩

波

さ

ん

か

ら

。

あ

り

が

と

う

っ

て

」

 

有

希

、

首

を

傾

げ

な

が

ら

、

Ｐ

Ｃ

に

さ

し

、

 

フ

ァ

イ

ル

を

開

く

。

再

生

ボ

タ

ン

を

押

す

と

 

音

楽

が

流

れ

る

。

 

徐

々

に

笑

顔

に

な

る

、

有

希

。

 



 

  

          
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 


